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解 説 油脂化 学者M.E.シ ュヴル ール

その新印象派画家たちとカラー写真発想 におよぼ した影響

Michel Eugene Chevreul (1786-1889)

His Influences on the Neo-impressionists and Color Photography

中 崎 昌 雄*

Masao NAKAZAKI*

は じ め に

油脂化学者 シュヴルール(Michel Eugene Chevreul"

1786-1889)と 言 う名前は有機化学を専攻 している人び

とにも馴染みが薄いだろう。

103歳 まで長生 きしてフランス革命(1789)か らエッフ

ェル塔(1889)ま で生 きた化学者だと言えばあるいは思

い出す人 もあるかも知れない。

あるいは初期写真史に関心のある人の中にはシュヴル

ールが1839年 フランス科学学士院院長 として
,こ の年の

8月19日 歴史的なダゲレオタイプ公開発表のときに司

会 を務めた ことで彼の名前 を覚 えている人 もあるだろ

う。

写真の発明は彼の長い生涯のちょうど真ん中(53歳)

で,彼 の名前は写真史のいろんな所に登場する。 しかし

シュヴルールの写真発達に対するもっとも大きな貢献 と

言えば,写 真発明公開 と同じ年,1839年 に彼が刊行した

「色彩論」のカラー写真発想におよぼした影響を挙げるべ

きであろう。 この 「色彩論」はまた1880年 代 になってか

ら印象派画家たちにも刺激を与え,ス ーラ,シ ニャック

を始めとする新印象派が点描法を創始するとき,そ の理

論的根拠として援用された。

1.シ ュ ヴル ールの油脂研 究(1811-24年)

シュ ヴルールは1786年8月31日 フランスAngers市

に生まれた1)。ここはパリ西南150kmの 中都市で,父 親

は医学校校長であったか ら先ず裕福な家庭であった。彼

の生まれた1786年 は天明6年 にあたり,この年8月 田沼

意次が14年 間勤めた老中職を辞めさせ られた。田沼時代

の終焉である。杉田玄白 訳書 「解体新書」が上梓され

たのがシュヴルールの生まれる12年 前,安 永3年(1774)

で,シ ーボル トが長崎に来るのは(文 政6年,1823)こ

れから40年 近 くも後のことである。

シュヴルールが3歳 の ときにフランス革命が始 まり,

8歳 の とき(1794)に はラヴォアジェが処刑された。故

郷で初等教育を終えたシュヴルールは17歳(1803)で パ

リに出て,化 学者ヴォクラン(Nicolas Vauquelin,1763

-1829)に 化学を学んだ。ヴォクランはクロム元素の発

見(1797)で 有名な化学者で,当 時は 「自然科学博物館」

(Museum d'Histoire Naturelle)の 化学教授であった。

ここは 「植物園」(Jardin des Plantes)と 同 じ場所にあ

ったから,こ の名で も呼ばれた。シュヴルールはこの後

ほとんど90年 もの生涯,こ こで仕事 をすることになる。

ヴォクランは化学研究に欠かせない純試薬の製造にも関

心を持ち,そ のための工場 を経営していた。ダゲール(L.

J.M.Daguerre,1787-1851)の 協力者ニエプス(Nice-

phore Niepce,1765-1833)も 田舎では手 に入らない試薬

をここから購入 している2)。

シ ュヴルールの最初の発表はヴォクランに命じられた

化石骨の分析(1806)で ある3)。次 の年からはやはりヴォ

クランからの指示で植物色素の研究 を始 めた。これは

1811年 まで続 くが,こ の仕事がやがて彼を 「色彩論」に

導 くのである。

1811年 か らは彼の名声を化学界 に確立した 「油脂の化

学研究」に移 った。この1811年 は また銀板写真に関係の

深いヨウ素が発見 された年でもある4)。この年,フ ランス

人 ソーダ業者クール トア(B.Courtois,1777-1838)が 海

藻灰の浸液の中に紫色の蒸気を発生 し金属光沢をもつ褐
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色の結晶を発見 した。彼 はこの物質に「iode」(ギ リシャ

語,紫)と 言う名前を与 えた。これをゲー ・リュサ ック

(J.L.Gay-Lussac,1778-1850)が 研究 したが,そ の元

素性について明確な結論 を得なかった。

このサンプルを1813年11月 になってイタリアへの新

婚旅行でパ リに寄 った王立研究所化学教授のデーヴィ

(H.Davy,1778-1829)が もらって,2週 間 ほどの実験

でその元素性についての確証を得た。彼はその結果をパ

リから送 り,こ れが1814年1月 王立学会例会で読 まれ

た。 この旅行には研究所 に入 ったばか りのファラデー

(M.Faraday,1791-1867)が 助 手 としてお供をしてい

た。 このころイギリスとフランスは交戦状態で大陸封鎖

(1806)の 真 っ最中であったが,皇 帝ナポレオンは敵国の

科学者デヴィー一行の国内通過を許可 している。

シュヴルールは1813年 か らしばらく名門シャルマー

ニュ中学校(Lycee Charlemagne)の 物理教師をしたこ

ともあったが,油 脂研究は休まずに1824年 まで約10年

間続 けている。 この間に糖尿病患者の尿からブドウ糖を

遊離 して,こ の疾患が糖の代謝異常に起因するのを確か

めた(1815)。 油脂の研究の材料は主 として動物油で,始

め手掛けたのは実用的な石鹸の研究であった。豚油から

のカリウム石鹸 を酸性にすると,そ の沈澱の中から結晶

が析出した。 これは酸性の有機物で現在でいうステアリ

ン酸である。 こうしてシュヴルールは油脂の成分が数種

の有機酸であることを知った。さらに研究を進めて調べ

た限 りの油脂はアルカ リと処理すると有機酸のアルカリ

塩である石鹸 とグ リセ リンを与 えることを確かめた

(1816)。 ただこれはシェーレ(K.W.Scheele,1742-86)

もす でにあ る程度 まで実験 していた ことで あ るが

(1783),シ ュヴルールは自分の報告のなかにシェーレの

仕事を引用していない。

もともと有機物は結晶性の物が少なく,お まけに多 く

の場合に同族体が混在 していてそれらの分離精製が困難

である。これは油脂の場合にとくに甚だしい。シュヴル

ールは現在の言葉で言えばこの 「有機化合物取扱法」を,

始 めから自分の手で開拓 しなければならなかったのであ

るか ら大変であった。少し後になるがヴェーラー(F.

Wohler,1800-82)は 当時の有機化学研究 について次の

ように言って嘆いた(1835)。

「最近の有機化学はまった く頭にきます。その印象は

たとえて言えば,原 始の熱帯林です。驚 くような事

に満ち満ちていますが,奇 怪な果てしのない密林で,

入 った ら最後 ここから抜け出す道 はないのです。」5)

私 はシュヴルールが油脂研究に使った試料標本を手にし

たことがある。これは私が1977年 冬,日 仏交換教授 とし

てコレッジ ・ド・フランス(College de France)に いた

ときに同僚の有機化学者ジャック教授(Jacques)に 見 せ

てもらったのである。薄暗い階段の下の扉を開けると,

そ こが狭い倉庫になっていた。棚の上には直径4cm,長

さ40cmほ どのガラス封管に入った黄色の油脂 らしい

もの数十本が,新 聞紙に包まれて無造作 にコロがされて

いた。塵埃だらけである。

ジャック教授 もなぜシュヴルールの試料がここに保管

されているのかは知 らなかったが,「捨て る訳にもいかな

いし」 と迷惑そうであった。

元素分析にしても,当 時はまだ便利なリービヒ炭水素

分析法(1831)6)が ないから,多 量のサンプルを必要 とす

る。また油脂からの脂肪酸は多 くの同族体の混合物であ

って,た とえ固体の場合でもその精製が難しい。シュヴ

ルールは再結晶を重ねても融点に変化が見られないのを

その純度の目安 とした。この基準は現在でも使われてい

る。また液体脂肪酸の分離精製には一定量の溶媒を使っ

て溶解度の差による分割法を考案 した。

シュヴルールはまたこのような分析だけでなく,油 脂

の本質についての推論もした。鹸化生成物の総量は元の

油脂 と較べると4-6%ほ ど増加 している。また鹸化生

成物 と元の油脂 に含まれている炭素の量は同じであるの

に,酸 素 と水素の量は鹸化生成物の方が多い。 しかもこ

の酸素 と水素の重量比は水のそれと同じである。

これから彼は 「鹸化」 と言 うのは,油 脂に水が加わっ

て有機酸 とグリセ リンに分解することを知った。

「加水分解」である。

彼はまたこの性質が 「エステル」と類似していること

から,油 脂 もエステルの一種かも知れないと推理 した。

この考えに合成面から解答 を与えたのが30年 もあとの

ベル トロ(Marcellin Berthelot,1827-1907)の 仕事であ

る。彼は有機酸 とグリセリンを塩酸 と加熱 して多種類の

グリセリンエステルを合成 し,油 脂の本質が脂肪酸のグ

リセリンエステルであることを実証して見せた(1853-

54)。 ベ ル トロは1865年8月 からコレッジ・ド・フランス

化学教授になったから,こ の就任がコレッジの倉庫に眠

るシュヴルール油脂標本の由来を説明するのかも知れな

い。

シュヴルールはこれまで油脂関係の研究結果は主 とし

て 「Annales de Chimie」 誌 に発表 してきたが,1824年

これらを纏めて「脂肪の化学的研究」(Rechercheschimi-

ques sur les corpsgras)と して発表 し,次 の年には自分

が開拓した有機化合物一般の研究法の方をまとめて,こ

れを 「有機物分析法」(Consideration generales sur l'

analyse organique)と して出版 した。
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「脂肪の化学的研究」刊行の1824年 には,昨 年までゲ

ー ・ リ ュ サ ッ ク の研究室 で学んで いた リー ビヒ(J.

Liebig,1803-73)が21歳 の化学助教授 としてギーセン

大学に赴任している。彼 はこれから1852年 ミュンヘン大

学に移 るまでの28年 間,こ こで全ヨーロッパの模範 とな

った有機化学研究室を主宰することになる7)。

シュヴルールによる脂肪を代表とする有機化合物の精

密な分析の結果,有 機化合物 も無機化合物 と同じように

一定不変の組成を持ち
,ふ つうの化学法則に従 う化合物

であることが明らかになってきた。これは有機化合物 は

無機化合物 と違って,神 秘的な 「生命力」の助けにによ

ってのみ生産されるのだ と言 う迷信を打破するのに役立

った。この業績がヴェーラーの 「動物の腎臓の助けを借

りない」尿素の合成(1828)に つながる。

ただシュヴルールとは違うタイ プの 「夢みる」化学者

ケクレ(F.A.Kekul6,1829-96),ク ーパー(A.S.Couper,

1831-92)な どの手によって,有 機化合物が神秘の衣装

を剥がれ,そ の構造を化学者の前に露呈するまでには,

この尿素合成か らでも30年 も掛かるのである(1858)8)。

2. シ ュ ヴル ール 「色彩論」と写真発 明(1839年)

1824年 はシュヴルールにとって別の新 しい転機の年

で もある。 もっとも6年 前のSophie Davalletと の結婚

も一つの転機 と言うべきか も知れない。この結婚は彼女

の死(1862)ま で44年 続 く。さて1824年 シュヴルールに

訪れた転機 と言うのは「国立ゴブラン製作所」(Manufac-

ture Royales des Gobelins)化 学教授兼所長への就任で

ある。この製作所は1662年 ルイ14世 が ゴブランー家か

ら工場 を買い上げて 「王立家具製作所」 としたときに始

まる。シュヴルールの前任者はラヴォアジェの共同研究

者であったベル トレ(C.Berthollet,1748-1822)で あ る。

彼はシュヴルールの生まれる2年 も前の1784年 か ら38

年間 もここの所長をしていた。ベル トレは今までとか く

経験 と勘に頼 りがちであった「タペス トリー」(つ づれ織

り壁掛け)の 製糸,染 色,機 織などの過程に化学を応用

して新生面を吹 き込んだ。

シュヴルールが迎 えられたのは,彼 の目覚ましい油脂

研究の成果以外に,か って彼に天然色素の研究を命じた

恩師ヴォクランからの推薦があったに違いない。シュヴ

ルールの 「ゴブラン製作所」の仕事は当然ベル トレの方

針の延長であったが,彼 はとくに染色,染 料の研究に力

を注いだ。この当時の応用化学方面の仕事で面白いのは

ゲー・リュサックと共同で1825年 に申請した 「ロウソク

製造」特許である。当時のロウソクの原料は主 として動

物脂で,悪 臭がひどくまた炎 も明るくなかった。 これを

ステア リン酸などの固体脂肪酸に代 えたのである。次の

年,1826年 にはゲー ・リュサ ックなどが推薦して科学学

士院会員に推挙された。シュヴルールは40歳 に もなって

いたから,当時 としては少し遅いと言えるかも知れない。

長 く傍系だったからであろう。

筆が立つシュヴルールは就任6年 後の1830年 に「ゴブ

ラン製作所」に移ってからの仕事を纏めて本にした。「染

料化学講義」(Legons de chimie appliquee a la teinture)

(1830)で あ る。これは実用的に書かれていて染色業者な

どには大いに歓迎された。

1829年 恩 師ヴォクランが死んだので,1830年 か ら彼の

後を襲って 「自然科学博物館」化学教授 となった。「ゴブ

ラン製作所」との二足の草鞋である。ヴォクランは1804

年か ら25年 もここに勤めていた。シュヴルールは「植物

園」の官舎に移 り死ぬまでここで60年 間過ごした。シュ

ヴルールの色素,染 料研究はこれからも続き,そ の成果

は1864年 ころまで「科学学士院紀要」(Compt.rend.)に

発表 されている。

1839年53歳 の シュヴルールは科学学士院院長 に推挙

された。前任者はベクレル(Antoine Becquerel,1788-

1878)で あ る。 このベクレルは1903年 キュリー夫妻 と共

に自然放射能の研究でノーベル物理学賞をもらったアン

リー(Henri Becquerel,1852-1908)の 祖 父で,光 学関

係の仕事で知 られていた。

あとで電気化学関係の仕事 も多 くする。

院長就任の1839年 は写真発表 ラッシュの年 で もあ

る9)。1月7日 月曜日例会ではパ リ天文台台長で下院議

員でもあったアラゴー(F.D.Arago,1786-1853)が ダ

ゲール銀板写真の発表 をした。詳 しい内容 は年金法案が

成立するまで秘密であったから,手 法については全 く触

れ られていない。 このときの例会の司会はもちろんシュ

ヴルールがして,こ のあとイギ リスの トールボット(W.

H.Fox Talbot,1800-77),ハ ー シェル(John Herschel,

1792-1871)ら が科学学士院に送 ってきた報告発表の司

会もすべて彼がした。銀板写真特許 をフランス政府が買

い上げてこれを世界 に公開する代わりに,ダ ゲールとニ

エプスの遺児には年金を支給する法律が議会で可決 さ

れ,い よいよ8月19日 科学学士院月曜 日例会で銀板写真

の公開発表が行われることになった。この時の例会は「芸

術院」(Academie des Beaux-Arts)と の共催である。発

表者はダゲール と決 まっていたが,当 日の朝になって彼

が断わったので急遽 アラゴーが代行 するこ とになっ

た10)。司会者 はもちろんシュヴルールである。

彼はダゲールの発明に対 して温かい賛辞を送った11)。

この写真騒ぎの1839年 はシュヴルールにとって も別
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の記念すべき年であった。

彼の 「色彩論」が刊行されたのである。

「色彩の同時対比の法則」(De la loi du contraste

simultane de couleurs)

この 「色彩の対比」研究が彼の 「ゴブラン製作所」での

染色の実地経験と観察を踏 まえたものであるのは言うま

でもない。ゴブラン織では別べつに染色 した糸を交差さ

せて織物 とする。ここでは個々の糸の色だけでな く,隣

合わせた糸の色との問の 「同時対比」が問題 となる。た

とえば明るい色 に接して暗い色 をお くと,そ の境界の所

で明るい色はより明るく,暗 い色はより暗 く 「見える」。

また補色同士を隣にお くと,そ れらを独立に見たときよ

り,双 方 ともずっと鮮やかに「見える」12)。シュヴルール

はそうとは言っていないが,彼 の研究は色覚の心理学な

のである。シュヴルールの採用した3原 色は赤,黄,青

である。 この3色 を円の中心において,そ の外周にこれ

ら相互の混色 を配置する。 こうすると何層 もの色の同心

円ができ,こ こに少しつつ違った色合いが配置されるこ

とになる。このようにしてシュヴルールは15,000も の色

合いを記述することができた。この時分のことでまだス

ペク トル分析 による色彩の分類な どはされていないか

ら,シ ュヴルールの研究は多分に素朴で経験的,心 理的

であるのは免れない。それでも 「色彩論」は染物屋,織

物業者,画 家などの指針 として信奉 され,彼 は「色彩論」

の大家 としての名声を得た。ただし,こ の本は改訂再版

されることがなかったから,1860年 代ですでに希覯本の

仲間に入っている。

3. 写 真 発 明 とその絵画 に およぼ した影響

写真発明が絵画に与えた衝撃は大きかった。銀板写真

年金法案審査委員の一人,歴 史画家の ドラロシュ(P.

Delaroche,1797-1856)が 叫んだ とされる言葉がある。

「この日から絵画は死んだ。」13)

絵画 の世界にはすでに新風が吹き始めていた。 ドラクロ

ァ(P.Delacroix,1798-1863)を 旗手 とするロマン派の

台頭である。彼 らは古典派の尊重する均斉,調 和を捨て

て,よ り激しい動き,よ り強烈な色彩,明 暗のコントラ

ス トを好んだ。 この傾向がやがて印象派,新 印象派 とっ

ながるのは言うまでもない。 ドラクロアは色彩について

シュヴルールの助言を仰いだと言われている。

写実を重んじた ドラクロアが写真を歓迎 したのは当然で

ある14)。

「私の生涯の もっと早い時期に,写真が発明されていた

らどんなに良かったろう。」

1851年 のパリで世界最初の 「写真学会」(Societe Helio-

graphique)が 創 設 さ れ た と き ドラ ク ロ ア は その 創 立 委 員

の一 人 で あ った 。 彼 の死 後,そ の ス タ ジ オ か ら カ ロ タ イ

プ紙 写 真 を基 に した多 くの 素 描 が 発 見 さ れ た 。 写 真 を デ

ッサ ンの 代 わ り使 っ た 画 家 は こ の他 に も多 い 。 ア ン グ ル

(J.A.D.Ingres,1780-1869),ク ー ル ベ(G.Courbet,

1819-77),ド ガ(E.Degas,1834-1917)な どが それ で

あ り,ア ン グル 「泉 」(La source)(1856)は ナ ダー ル の

撮 っ た モ デ ル 写 真 を素 材 に した と言 わ れ て い る。

時 代 は動 い て い る。1848年 に二 月革 命 が あ って,こ れ

は ヨー ロ ッパ を震 撼 さ せ た 。 この とき ナ ポ レオ ン後 の ヨ

ー ロ ッパ 政 治 を牛 耳 っ て い た メ ッ テ ル ニ ヒ は 失 脚 し
,

1830年 七 月 革 命 で フ ラ ン ス 王 に 据 え ら れ て い た 市 民 王

ル イ ・フ ィ リ ップ(Louis Philippe,1773-1850)も 退 位,

亡 命 した 。1851年 に な る とナ ポ レオ ン の甥 ル イ ・ナ ポ レ

オ ン大 統領(Louis Napoleon,1808-73)が ク ー デ タ ー

を お こ し,1852年12月 に ナ ポ レオ ン3世 とな っ た 。第2

帝 政 の 始 ま りで あ る。 これ は華 や か な 「ベ ル ・エ ポ ッ ク」

(Belle Epoque)の 始 ま りで も あ っ た15)。

1855年 に パ リ万 国博 覧 会 が 開 催 さ れ1860年 代 に はオ

ス マ ン(G.E.Haussmann,1809-91)の パ リ市 街 改 造 計

画 が 実 施 に移 され た。第2帝 政 は1870年 対 プ ロ シア 戦 役

の敗 北 の 年 まで 続 く。

ナ ダ ー ル(Nadar,本 名G.F.Tournachon,1820-

1910)は1853年 か らパ リで 肖像 写 真 館 を経 営 し,当 時 の

多 くの 名 士 の 写 真 を撮 っ て い る。1858年 に は 軽 気 球 に乗

っ て上 空 か らの パ リ風 景 を撮 っ た りし てパ リの 人 気 男 と

な っ た16)。

シ ュヴ ル ー ル の方 は この こ ろか ら次 第 に 心 理 学,哲 学,

科 学 史 な ど に関 心 を 向 け る よ う に な り,多 くの 論 説 を総

合 雑 誌 「Journal des Savants」(1665年 創 刊)に 投 稿 し

た 。 心 霊 術 が 世 間 を騒 が し始 めた の で科 学 学 士 院 は シ ュ

ヴ ル ー ル を そ の調 査 委 員長 に任 命 した。1854年 「占 い杖

に っ い て 」(Delabaguettedivinatoire)は そ の 報 告 書 で

あ る。この あ と彼 の科 学 史 関 係 の 著 作 に は 次 の 物 が あ る。

「化 学 概 念 の歴 史 」(Histoire de connaissances chimi-

ques)(1866),「 物 質 観 の 歴 史 」(Resume d'une histoire

de lamatiere)(1878),「 実 験 的 帰 納 法 」(De la methode

aposteriori experimentale)(1870)。

ナ ダ ー ル が 写 真 を始 め た の は1850年 か らで,こ の時 は

銀 板 写 真 で あ っ た が1853年 写 真 ス タ ジオ を始 め た と き

に コ ロ ジオ ン法 に乗 り換 えて い る。 この 年 は嘉 永6年 で

あ る。 こ の6月 ペ リが 黒 船4隻 で 浦 賀 に や って きた 。 ペ

リは 次 の 年,安 政 元 年1月 に も来 航 し横 浜,箱 館 な どで

多 くの 写 真 を撮 っ た17)。 これ ら は全 て銀 板 写 真 で あ る。

ヨ ウ化 銀 コ ロジ オ ン湿 板 法 は1851年 ア ー チ ャー(F.S.
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Archer,1813-57)が 創案した物で,次 第にダゲレオタイ

プやカロタイプ紙写真にとって代わった。コロジオン法

ではガラス板の上にヨウ化カリウムを含んだコロジオン

液を塗 り,こ れを硝酸銀浴の浸してから,「湿っている」

うちに露出,現 像,定 着 しなければならなかった。乾 く

と極端に感度が落ちるか らである。スタジオでなら何 と

かなるが,戸 外の撮影には暗室テントを携行しなけばな

らない。

この不便さを解消したのが臭化銀ゼラチン 「乾板」で

ある。このアイデアは1871年 マ ドクス(R.L.Maddox,

1816-1902)が 発 表 したが,完 成 までには 「透析法」

(1873),「 熟成法」(1878)の 発明を必要 とした。このた

めゼラチン乾板の製品が市場に出回るのは1880年 代 ま

で待たねばならなかった18)。

4. マ ク ス ウェル 「加色 法カ ラー写真」 実演

(1861年)

銀板写真は最初その精緻な細部 までの描写 と,譜 調の

美 しさで人びとを魅惑 した。やがて人びとはこれに色彩

が欠けているのに気が付 き失望 した。1839年7月30日

フランス議会上院で年金法案を説明したゲー ・リュサッ

クは次のように言っている19)。

「この素晴 らしい発明の利点を損ねるつもりは全 くな

いのですが,し かしこの画家(中 崎注:ダ ゲール)の

パレッ トには色彩が全 く欠けている事実を急いで付け

加えなければなりません。それは白と黒 とだけから構

成されています。自然色そのままの画像を撮 るのは長

く人類への挑戦 として残 るでしょう。」

しかしダゲール自身はもちろんアラゴーまでがカラー写

真の実現 はそう困難だと思っていなかった節がある。ダ

ゲールが以前に手掛けていた燐光体 を利用したら可能だ

と思っていたようである。ハーシェルの方は1839年7月

塩化銀紙の上に太陽スペクトルを投射 して黄以外の赤,

緑,青 の光線が当たったところが微かながら,こ れ らの

色に変化するのを認めた。ただし定着することはできな

い。ハーシェルはこの結果をトールボットに知らせたが,

この手紙の中で彼はカラー写真の将来について楽観的で

ある20)。

「カラー写真(coloured photographs)の 課題 を解 くの

に大いに明るい希望が持てます。」

ベクレル も1848年 になってか ら今度はダゲレオタイプ

銀板を使って同じような結果を得ている。ニエプスの遠

縁になるニエプス ・ド・サン ・ヴィクトル(Niepce de

Saint-Victor,1805-70)も この方面を研究して,こ れを

「ヘ リオクロミー」(heliochromie)と 名付けた。彼はこの

方法 を改良して暗いところでなら,か な りの時間見 るこ

とのできる天然色画像 を得るのに成功 した。ただ明るい

所に出すとす ぐに灰色に変色してしまった。この方面の

いわゆる 「直接法」カラー写真はリップマン(G.Lipp-

mam,1845-1921)の 「干渉法」(1891)で 一応の完成 を

見た。リップマンはこの業績で1908年 ノーベル物理学賞

をもらったが実用にはほど遠かった。

このような「直接法」とは別にヤング(Thomas Young,

1773-1829)の 色覚3原 色説 を実証するためのマクスウ

ェル(C.Maxwell,1831-79)の 実験は現在のカラー写

真 に繋がるものとして評価されている。彼は後年ケンブ

リッジ大学教授 として光の電磁波説(1871)な どの業績

で高名になる物理学者であるが,こ の ときはロンドン大

学に赴任(1860-65)し た ばかりであった。

公 開実」験は1861年5月17日 王 立研究所 で行 われ

た21)。ヤ ング説によると人間の色感覚は赤,緑,青 スミレ

なる3原 色に対する感覚の総合である。それなら天然の

色彩をこれらの3原 色に分解して撮影 してから,白 色の

スクリーンの上にこれらを重ねて投映 したら元の色が再

現されるはずである。現在の言葉で言 うと 「加色法」の

アイデアである。赤色 フィルターにはチオ シアン酸鉄

(III)水溶液,青 ス ミレ色フィルターにはアンモニア性硫

酸銅(II)水 溶 液,緑 色フィルターには塩化銅(II)の

塩 酸溶液 を使 った。マ クス ウェル は写真家サ ッ トン

(Thomas Sutton,1819-75)に 頼 んでこの3種 の金属塩

水溶液 をとお して縞模様の色 リボンを撮影 してもらっ

た22)。

使 ったのはヨウ化銀 コロジオン湿板で,こ れか ら透明

陽画スライ ドを作った。 もちろん白黒である。実演のと

きはこれらのスライドの映像 にそれぞれの金属塩水溶液

の とおして色を与えてから,こ れを白色スクリーンの上

に重ねて映写 してみせた。成績 はまあまあのところで,

マ クスウェルは次のように弁解 している。

「もし赤 と緑 とが青と同じように完全に写せたら,リ ボ

ンの忠実なカラー映像が得 られたであろう。将来これ

らの屈折率の小 さな光線に対するもっと感度のよい写

真感光剤が発見 されたら,着 色物の色再現は大いに改

善 されるであろう。」

しかし問題が残る。 この当時のヨウ化銀コロジオ ン湿板

は赤には感光しないからである。この問題 は1961年 にな

ってからコダック研究所のエヴァンズ(Ralph Evans)が

検討 した23)。その結果,当 時の赤色染料は紫外領域に螢光

を出すから,こ れに感光 していたのが判明 した。増感色

素の発見で赤領域が撮れるようになったのは1880年 代

になってか らであるから,マ クスウェルは偶然 とは言え
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「実現可能な」時期より20年 も前に「成功」していたこと

になる。

このマクスウェルの仕事に刺激 されたのであろう,4

年 あ との1865年 になってからミニチュア肖像画家でヴ

ィクトリア女王の絵の先生で もあったコレン(H.Collen,

1800-75)が 短 いノー トを発表した24)。この時分彼は トー

ルボットのカロタイプで肖像写真館を経営していた。コ

レンのアイデアは 「赤,黄,青3原 色のそれぞれにだけ

感 じる感光剤」 とか 「ある色光に当たったらこれ と同じ

色になる感光剤」の開発を前提にしているから半分は夢

物語である。

5. デ ュ ・オ ー ロン とク ロの 「カ ラー写真手 法」

(1869年)

1869年 になるとコレンのようなアイデアだけの発表

と違って,ち ゃんとした科学的考察の上に立ったカラー

写真手法がその色写真の見本 を添えて提出されることに

なった。その口火を切ったのが1868年11月23日 にデュ

コ ・デュ・オーロン(Louis Ducos Du Hauron,1837-

1920)(31歳)が 申請したフランス特許である。デュ・オ

ーロンは1837年12月8日 南仏Langon市(Girond県)

の税務吏の子 として生 まれた。彼には3歳 うえの兄アル

シド(筆 名Alcide)が いた。デュ ・オーロンは幼児の と

きから身体が弱かったが,天 才的なところがあり絵画,

天文学などに興味を示 した。やや大きくなってからは音

楽が好 きにな り,15歳 にはピアノの難曲を弾 きこなして

ピアニス トとして世間に知 られ るような腕前 になっ

た25)。21歳(1858)の ときシュヴルール 「色彩論」を読

んでから,カ ラー写真の可能性 について考えるようにな

り,1862年 には家族の友人 を介してフランス科学学士院

に報告を提出したが,残 念ながらこれは取 り上げられな

かった。

それでさらに研究 を重ね1868年11月23日 の特許 申

請 となったのである。特許 は次の年1869年2月3日 に許

可された。

これを聞いて驚いたのがクロ(CharlesCros,1842-

1888)で あ る。クロはデュ・オー「ロンより5歳 若 く1842

年10月10日 南仏Fabrezan市(Aude県)に 生 まれた。

学者の多い家系であり裕福でもあった。9歳 上の兄アン

トワーヌ(Antoine)は 医者で,2歳 上の兄アンリ(Henri,

1840-1907)は あ とで著名な彫刻家,画 家,詩 人 となる。

クロは早 くからパ リに出て勉強し,早 熟の奇才 として聞

こえた。なにしろ16歳 でオリエント語の講座を開設 した

と言われている。1860年18歳 で聾唖学校の化学教師と

なったが,医 学を修行するのだと言ってす ぐにここを辞

めた。結局は医者にはならなかったが,子 供のときから

抱いていた自然科学への興味は終生失わず,時 代の流行

に乗った問題に頭 を突っ込んで,奇 抜なアイデアを提出

して人を驚かした。た とえば自動記録電信(1867),衛 星

との光通信(1869),そ して同じ1869年 のカラー写真アイ

デアである(27歳)。 あとの研究発表に蓄音機(1879),

脳 の機構(1880)な どがあ り,蓄 音機発明ではエジソン

とその優先権を争 うことになった。

さてクロ 「カラー写真」であるが,彼 は2年 前の1867

年12月2日 に2枚 のカラー写真作品に手紙を添えて封

印し,こ れを科学学士院に寄託していた。 これはクロか

らの要請で9年 あとの1876年6月 になって開封公開さ

れた26)。手紙は短いものであったが,「 加色法」と「減色

法」の原理が記載されていた。クロのカラー写真研究の

動機についてはよく知 られていない。彼特有の珍し物好

きに加 えて画家であった兄アンリか らの影響 も見逃せな

いであろう。

こんな訳でデュ ・オーロンの特許はクロにとって驚き

であった。彼はデュ ・オーロンの特許許可の3週 間あと

科学雑誌 「Les Mondes」2月25日 号 に自分の手法の大

要を発表した。これは少 し改訂を加えて,こ の年の内に

12ペ ージの小冊子 として出版 された。

「カラー写真問題についての一般的解決法」27)

(Solution generale du probleme de la photographie en

couleurs)(1869)

短 い報告であるか ら原理だけが示されていて,詳 しい操

作法などには全 く触れられていない。「加色法」と「減色

法」が説明されている。3色 分解に使うフィルターは緑

色,紫 色,オ レンジ色のガラスで ある。3色 分解陰画か

らこれらの色の補色である赤,黄,青 の陽画を作 りこれ

を重ねる。この 「減色法」がクロやデュ ・オーロンの手

法の新 しいところであるが,当 時のクロはどちらかと言

えば 「加色法」に力を入れているようである。それで活

動写真の原型である 「だまし円盤」(phenakisticope)を

利 用す る方法 とか,あ とで彼 が 「クロモ スコープ」

(chromoscope)と 名付 ける 「覗き眼鏡」方式にかなりの

ページを割いている。挿絵がないから分か りにくくて一

般の読者は面食 らった事であろう。

デュ ・オーロンの方もクロの突然の出現に驚いた。そ

こで彼は地方紙 「Le Gers」 に3月11日 か ら4月6日 ま

で6回 に分 けて,か なり詳細な操作法を含めて連載 した。

この方 も1869年 中 に57ペ ー ジの小冊子 として売 り出さ

れた28)。

「写真における色彩一問題の解決」

(Les couleurs en photogrphie,solution du probleme)
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この小冊子はクロの物 と違ってかなり組織だっていて,

次の4章 に分けて説明されている。

1. 問題の設定

2. 間接法または変換法(中 崎注:「 減色法」)の理

論的説明

3. 間接法または変換法の実際

4. 直接法(中 崎注:「 加色法」)-別 の融合法のい

ろいろ

この中で第2章 「理論的説明」はクダクダと冗長である。

このころ色フィルターの吸収スペクトルなどは知 られて

いなかったから,こ のように長ながと説明する必要があ

ったのかも知れない。ただし第3章 「間接法または変換

法の実際」では使用する現像液の処方まで記載があって

説明はかなり詳しい。感光材は臭化銀紙で3色 分解には

緑色,青 スミレ色,オ レンジ色のガラスを使う。 これか

ら単色陽画を作るには重クロム酸ゼラチンのカーボンテ

ィシュ法を利用するが,そ の顔料はカー ミン(赤),重 ク

ロム酸鉛(黄),プ ロシア青(青)で ある。第4章 「直接

法」の説明の中にはクロと同じ発想の 「クロモスコープ」

案 も説明されているが,も っとも注目すべきなのはその

第3法 として挙げられている現在の言葉でいう 「色スク

リーン法」であろう。

「第3法 最後にこの3重 の操作をただ1つ の面だけ

で行う方法がある。3原 色(trois couleurs simples)

への分解はもはや透明陽画の助けを借 りずに,3色 に

染められた粒子で機会的に覆われた半透明な板1枚 だ

けで行われる。いま1枚 の紙の表面が全面にわたって,

同 じ幅の出来るだけ細い赤,黄,青 の線で交互 にしか

も隙間な く覆われていると考えよ。」

この 「3色 に染められた粒子で機会的に覆われた半透明

な板」,す なわち現在の言葉で言う「微粒子色スクリーン

法」のアイデ アが やが て 「オー トク「ロー ム」(Auto-

chrome)(1907),「 アグファカラー」(Agfacolor)(1926)

として実用化されることになる。ただデュ ・オーロンは

この 「微粒子色スクリーン法」についてはこれ以上説明

せずに,第2案 の 「線色スクリーン法」に残 りのページ

を費やしている。色スクリーン法では露出が1回 だけだ

か ら赤,黄,青 に対する感光剤の感度 を補正しなければ

ならない。デュ・オーロンは鉛筆で黒 く塗る代わ りに写

真を利用する簡単な方法を提案 している。これが1869年

の ことであるから,こ れから見ても彼が大変に思い付き

の良い,そ して器用な発明家であったことが分かる。ア

イデアだけのクロとは違った肌合の発明家である。

デュ・オーロンはフランス写真学会(Societe Francais

de Photographie)(1854年 創立)の 総務ダヴァンヌ(A.

Davanne)に も短い報告を書いて,こ れを写真学会例会で

発表 して くれるように要請した。おそらく写真学会はク

ロの仕事の事を知っていて,ク ロにも急いで短い報告を

送るように促したに違いない。そして1869年5月7日 の

例会で総務ダヴァンヌがこれらを紹介 し,そ の上で両者

の問の優先権 について発言した。

「私 はこれ らについて優先権 を調べる必要 はないと思

う。2人 の研究者はそれぞれお互いの事を知 らずに研

究 した成果がこれ らの報告 となった。」

さらに総務 はデュ ・オーロンの提出した作品について次

のように批評 した。

「この報告に添 えられたスペク トルの画像は確かに完

全にはほど遠い。それでも,こ れはその主張するとこ

ろを支持するに十分である。2番 目の印画はおそらく

カメラによらず透明陽画を重ねて焼き付けて作った複

写であるが,元 の絵に大変に近いもの と判断できる。」

デュ ・オーロンとクロの和解は同じ年の7月 雑誌 「Cos-

mos」 の上で決着 した。おそらくクロの方は実用的にはデ

ュ・オーロンの方がずっと先を行っているのを認めざる

を得なかったろうし,デ ュ ・オーロンの方でもクロが自

分の特許権にクレームを付けなかったのを諒としたので

あろう。2人 はあとで友人となり,一 時は共同して研究

する計画もあったらしいが,こ れはクロの早世で実現 し

なかった。

3色 分解で陰画を作 るときデュ ・オーロンは臭化銀感

光紙を使ったと書いているし,ク ロはおそらくヨウ化銀

コロジオン湿板を使ったに違いない。しかし1861年 マ ク

スウェル実験の ところで説明したように,こ の時分の感

光剤では赤色が撮れないから,彼 らの作品は不完全であ

るのは避けられない。

アイデアだけではカラー写真 は 「実現不可能」の時代

なのである。

6. フ ォーゲル増感 色素の発 見(1873年)と

カ ラー写真

だが4年 あとの1873年 に事態は急に開けてきた。ドイ

ツ人化学者フォーゲル(H.W.Vogel,1834-98)が 色 素

の増感効果を発見 したのである29)。彼 が最初に発見 した

のはコロジオン湿板 に対するコラリン(Korallin,aurin,

オ ウ リン)の 効果であったが,ベ クレルがす ぐに追試 し

てこれにクロロフィール(葉 緑素)を 加えた(1874)。 こ

のころになるとクロも自分のアイデアが 「実現可能」に

なったと確信したのであろう,す でに説明しておいたよ

うに9年 前に科学学士院に寄託しておいた封印包を開け
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てその内容 を公開するように求めた。これが1876年6月

26日 に開封 され,そ の手紙の要旨が発表された。これを

読んだベクレルはす ぐに追試してその結果を7月3日 例

会で報告した30)。クロの手紙には具体的に操作法が示 さ

れてはいなかったが,ベ クレルは3色 分解にコロジオン

湿板を使い,焼 付けには重クロム酸ゼラチンのカーボン

ティシュ紙 を利用した。その結果は 「とんでもない色合

い」(des nuances de fantaise)を 与 えた と報告 している。

「私の意見ではこの写真法によって自然の色 を再現 し

ようとするのは誤 りである。」

この批判に対 してクロが7月24日 の例会で答えた31)。オ

レンジ色フィルターを使 う色分解にクロロフィールを含

んだコロジオン湿板を使って成功 した と言うのである。

デュ ・オーロンの方 も自分の手法に増感色素を加えね

ばならない。それで兄 アルシドの協力を得て新 しく本

(108ペ ージ)を 書いた(1878)32)。 兄 は判事をしていたが

詩人でもあって,こ れまでに多 くの詩を発表 していた。

「カラー写真操作要論」

(Traite pratique de photographie des couleurs)

(1878)

1869年 に急いで纏めた小冊子 「写真における色彩」では,

やた らと理論的な部分が多 くて一般の読者には煩わしい

感じを与えた。これを兄アルシ ドが注意したのであろう,

今度の 「カラー写真操作要論」では 「減色法」に焦点を

絞って,操 作説明が全6章 にわたって要領よく纏められ

ている。感光材も臭化銀コロジオン湿板 となり,増 感色

素にはオウリン,ク ロロフィール,エ オシンが使用され

ている。赤色染料エオシンは1876年 にウオーターハウス

(Waterhouse)が 発表したばかりの増感色素である。

これに対抗するつ もりかクロの方は1878年12月3日

と次の年1879年2月24日 科学学士院でいままで具体的

にしていなかった自分の手法をかなり具体的に発表 し

た33)。ク ロも増感色素では苦労 している。1879年2月 の

報告は次のように始まる。

「私 は長年 の間,す べ て の色光 と くにオ レ ン ジ

(orange)色 光,緑(vert)色 光,青 ス ミレ(violet)

色光 に感 じる写真感光板の研究を続けている。 これら

の色光 を作るのには,白 色光からある色光を除 くため

の着色塩類水溶液を満たした透明水槽を用意 したが,

感光板 を作る方法については,こ こに初めて科学学士

院に報告しようと思 う。」

クロは臭化銀コロジオン湿板 を使い,こ の上にいろんな

色素溶液 を流して感光膜を染めた。試した増感色素は次

のようであった。

クロロフィール,カ シス果実のウイスキー抽出液,ア

オイ葉浸液,カ ーサミン(carthamine)の アルコール

溶液,ク ルクマ(curcuma)の アルコール抽出液,ヘ モ

グロビンなど。

クロは1881年 になってからカーボンティシュ紙 を使わ

ない単色陽画の作 り方を科学学士院に報告した34)。この

方法は顔料 を含まない重クロム酸卵白コロジオン膜から

レリーフ母盤を作 りこれで3色 印刷する方法である。こ

れはあとのハイ ドロタイプ(hydrotype),ピ ナ タイプ

(pinatype)の 原型 となった。

このころクロはすでに文芸運動に熱心で新 しい詩型 と

その表現効果を模索している。デュ・オーロンの方は終

生カラー写真一筋で,そ の実用化にも努めたが事業には

才能がないと見えて成功しなかった。デュ ・オーロンが

多 くの本を書いたことは前に言った。その集大成が1897

年 に出版された次の著書(488ペ ージ)で ある。 これは兄

アルシドがまとめて くれた。

「3色 カラー写真 と3色 印刷-色 写真のシステム」(La

triplice photographique des couleurs et l'imprimerie,

systeme de photochromographie) (1897)

この本の中には現在の言葉でいう 「トリパック方式」が

提案されている。支持板についた3枚 の感光膜を重ね,

この間に黄色 フィルター と赤色フィルターを挾むのであ

る。

7. シ ュ ヴル ール 「色彩論」 と

新印象派の旗 手スー ラ(1884年)

点 描 画 法 で知 られ た ス ー ラ(George Seurat, 1859-91)

は1859年12月2日 パ リで 生 まれ た35)。 シ ュ ヴ ル ー ル が

「色 彩 論 」を書 い て か ら20年 も経 って お り,彼 が73歳 を

迎 え た年 で あ る。 ス ー ラ は小 児 の と きか ら そ の画 才 で知

られ1878年19歳 で フ ラ ンス 国 立 高 等 美 術 学 校 に入 学 し

た 。 次 の年,1879年 第4回 「印 象 派 展 」 を見 て強 い衝 撃

を受 け,新 しい 表 現 と そ の た め の 画 法 の 模 索 を始 め た 。

第1回 「印 象 派 展 」が 開 か れ た の は5年 前 の1874年 で

会 場 は ナ ダ ー ル 写 真 館 の カ プ シ ー ヌ(Capucine)街35番

地 の ス タ ジ オ で あ った 。 ナ ダ ー ル は プ ロ シ ア戦 争 の あ と

経 済 的 に 行 き 詰 ま っ て ス タ ジ オ を近 くの ダ ン ジ ュ(d'

Anjou)街 に移 し,カ プ シー ヌ街 の ス タ ジオ を演 奏 会 や講

演 の た め に貸 して い た 。

1874年,官 展 「サ ロ ン」 のや り方 に不 満 を持 っ た芸 術

家 た ちが,自 分 た ち の 新 し い展 覧会 を計 画 した 。 そ の先

導 は モ ネ(C. Monet, 1840-1926)で,彼 の友 人 た ち マ

ネ(E.Manet, 1832-83),ル ノ ア ー ル(A.Renoir, 1841

-1919)
,ド ガ,セ ザ ン ヌ(P.Cezame,1839-1906),ピ

サ ロ(C.Pissarro, 1830-1903)ら が賛 同 した 。 そ の ス ロ
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ーガンは 「無審査
,入 場無料」であった。

おとなしいマネは過激な運動に反対したが,モ ネがそ

の反対を押し切って展覧会を開くことにした。それもパ

リの中心街がよい。

彼 らは現在は使われていないナダール 「カプシーヌ街

スタジオ」に眼を付けた。何事につけ反体制派のナダー

ルは彼 らの運動に賛同して会場を貸 して くれた。会期を

4月15日 か ら5月15日 の1ヵ 月 と決め,朝 の10時 か ら

夜の10時 まで開いて入場料は1フ ランとした。展示され

た作品は165点 である。その中で も人の眼を奪ったのは

モネ「印象:日 の出」(Impression: Soleil Levant)(50×

65cm)で あった36)。その荒あらしいタッチと,過 激な色

彩は人びとを驚かすに十分であったが,こ れは同時に人

びとの嫌悪をも買った。

しかしモネは自分の絵の題 「印象」 どおりに,自 分た

ちの新しい立脚点を世間に印象づけるのに成功 した。や

がて人びとは彼 らを 「印象派」(impressionnistes)と 呼

ぶようになった。 このように世間を騒がせた割に,絵 は

ほとんど賣れず経済的には失敗であった。なんとか収支

が償 うようになったのは,ス ーラが始めて見た第4回 か

らである。

スーラは美術学校在学時代にコレッジ ・ド・フランス

美術史教授プラン(C. Blanc,1813-82)の 著書 「絵画の

文法論」(Grammaire des arts en dessin)を 読 んでシュ

ヴルール 「色彩論」を知った。スーラは元もと理知的で

ドガか ら 「公証人」とあだ名されるほど几帳面であった

から,シ ュヴルールの 「色彩の同時対比」 とかその 「調

和」などという,均 整の とれた理論に引かれるところが

多かったのであろう。

スーラの友人シニャック(P. Signac,1863-1935)は

ス ー ラの死後,彼 らの言 う 「新 印象 派」運動(neo-

impressiomisme)の 歴史的展望を書いた。

「ドラクロアか ら新印象派まで」

(D'Eugene Delacroix au neo-impressiormisme) (1899)

その中で彼はスーラの言葉を引用している。

「芸術は調和である。調和 とは対立する色調,色 合い,

線 などの間の対比にある。」「これらの対比は,そ れが

陽気であっても冷静であっても,こ れらはすべて静寂

の中に融合する。」

おそらくスーラは絵画のような視覚の芸術 と,音 楽のよ

うな聴覚の芸術 を並立させているのである。一定の振動

数をもつ単音が対立し融合して和音を成立 させる。同じ

ように一定の振動数をもつ単色同士 も対立 し融合する。

だからパレットの上で色 を混ぜる必要はない。全ての色

彩 を鮮明で純粋な単色にまで分解して,こ れらを 「点」

とし て 隣 合 わ せ る だ け で十 分 で あ る。 この理 論 が や が て

「点 描 法 」(pointillisme),「 分 割 法 」(divisionnisme)に

発 展 す る 。

ス ー ラ が 同 時 代 の デ ュ ・オ ー ロ ンの カ ラ ー写 真 研 究 か

ら ど ん な影 響 を受 けた か は分 か ら ない 。 しか し,こ の 「点

描 法 」 は デ ュ ・オ ー ロ ン が1869年 の 小 冊 子 「写 真 に お け

る色 彩 」 の最 後 に提 示 した 「微 粒 子 色 ス ク リー ン法 」 と

同 じ ア イ デ ア で あ る。 こ こ で彼 は 「3色 に染 め られ た 粒

子 で 機 械 的 に覆 わ れ た 半 透 明 な板 」 と言 っ て い る。

点 描 法 は ス ー ラ の 多 分 に装 飾 的 で 明 るい 中 に,不 思 議

と孤 独 な ア ン ニ ュ イ を漂 わ せ て い る清 澄 な 詩 情 の世 界 に

マ ッチ して,そ の効 果 を挙 げ る こ とに な った 。

絵 画 にお け る この よ うな 言 わ ば 「物 理 学 的 」 傾 向 は 当

時 の文 芸 の 世 界 に も見 られ る。 た とえ ば ゾ ラ(E. Zola,

1840-1902)「 実 験 小 説 論 」(Leroman experimentale)

(1880)が そ れ で あ る。 ゾ ラ は この 年,名 作 「ナ ナ」 を 出

し た ば か りの 時 で あ る。

この本 の題 は コ レ ッジ ュ ・ ド ・フ ラ ン ス生 理 学 教 授 ベ

ル ナ ー ル(C.Bernard,1813-78)の 著 書 「実 験 医 学 序 論 」

(Introduction a l'etude de la medecine experimentale)

(1865)か ら借 りた もの で あ ろ う。

ス タ ン ダ ー ル(Stendhal,1783-1842),バ ル ザ ッ ク(H.

Balzac,1799-1850),フ ロー ベ ール(G. Flaubert,1821

-80)の 流 れ を酌 む 写 実 主 義 も
,ゾ ラ の あ た りか ら科 学

的 を看 板 に実 験 記 録 的 な 自然 主 義 を 唱 え る に いた っ た 。

ゾラ が 写 真 好 き で 多 くの パ リ風 景 写 真 を残 して い る の も

これ に 関 係 が あ る の か も知 れ な い。

産 業 革 命 で ヨ ー ロ ッパ は 「動 力 」 を獲 得 した 。 こ れ に

科 学 知 識 を組 み合 わ して,可 能 とな らな い物 はな い,と

夢 み る こ とが で きた 時 代 で あ る。 そ の象 徴 が レセ ッ プ ス

(Lesseps,1805-94)の ス エ ズ 運 河(1859-69)で あ り,

や が て建 設 され るエ ッ フ ェ ル(A.G. Eiffel, 1832-1923)

の 「エ ッフ ェ ル 塔 」(1889)で あ る。

さ て ス ー ラ の 方 は25歳,1883年 に2点 を官 展 「サ ロ

ン」 に 出 品 し て,そ の 中 の 「ア マ ン ・ジ ャ ン の 肖像 」

(Portrait d' Aman-Jean)が 入 選 した。しか し次 の年 の 「ア

ニ エ ー ル の水 浴 」(Une baignade a Asnieres)は 落 選 だ

った 。 こ の作 品 を シニ ャ ッ クが 見 て感 心 し2人 は盟 友 と

な っ た 。 次 第 に 同 士 が 集 ま り,や が て 彼 ら は ク リ シ ー

(Clichy)街 「カ フ ェ ・ドリア ン」 を根 城 に して 毎 週 月曜

日を 集 会 日 と した。

ス ー ラ,シ ニ ャ ック以 外 に ク ロ ス(H.E. Cross,1856

-1910)
,ア ン グ ラ ン(C. Angrand,1854-1926)な どが

お り,そ れ に ピサ ロ と そ の息 子 の ル シア ン(Lucien,1863

-1944)が 加 わ った
。
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「サロン」に落選 した 「アニエールの水浴」は同じ年,

1884年 に彼 らの仲間で開催 した 「独立展」に出品した。

スーラたちは自分たちの集 まりを 「独立芸術家協会」

(Societe des artistes independapts)と 呼 んだ。この 「独

立展」はベルギーのブリュッセル市で も開かれるように

なり,や がてここが彼 らの第2の 拠点 となった。

1886年5月 に第8回 「印象派展」が開催された。マネ

は3年 前の1883年4月 に死んでいたが,彼 の死はまた印

象派の終幕でもあった。第8回 「印象派展」がこの展覧

会の最後 となったからである。 この最後の 「印象派展」

にスーラはピサロに奨められて2年 前から掛かっていた

大作 「グランド・ジャット島の日曜日」(Un dimanche d'

ete a la Grande Jatte)(205×305cm)を 出品 したが,

これは一緒に展示されたゴーガン(P. Gauguin,1848-

1903)の 作品 とともに批評家の評判はよくなかった。

しかし批評家フェネオン(F. Feneon,1861-1944)が

スーラらの運動を認めて支持してくれるようになり,彼

らの運動はやがて「新印象派」(neo-impressionnisme)と

呼 ばれるようになった。そして物静かなスーラに代わっ

て多弁なシニャックが運動の先頭に立って戦を挑んだ。

最後の「印象派展」の1886年,8月31日 は シュヴルー

ルの満100歳 誕生日である。祝賀会が「植物園」で開催さ

れ,こ れには大統領カルノー(S. Carnot,1837-94)が

出席 し,シ ュヴルールの銅像の除幕式 も催 された。ナポ

レオン3世 はすでにプロシア戦争のあと退位 して(1871)

もう第3共 和制 となっているのである。パ リの劇場はシ

ュヴルールのために特別興業を組み,夜 には祝賀タイマ

ツ行列 まであった。ほとんど全パ リ市民のお祭 りだった

のである。

この機会をナダールが見逃がすはずがない。彼は自分

とシュヴルールの 「インタビュー」を写真に撮 り,こ れ

を新聞紙上 に発表 しようと計画した。 これは8月 の始め

か ら実行 に移して,シ ュヴルール 「植物園」官舎で1回,

自分の 「スタジオ」で2回 撮影した。インタビューは自

分がするから撮影は息子のポール(Paul,1856-1939)に

委せた。露出133分 の1秒 で100枚 ほど連続で撮った。こ

のような連続撮影ができたのは,ち ょうどこのころ 「イ

ース トマン・ウオーカー」(Eastman-Walker)ロ ールス

ライド撮 り枠が輸入されるようになりナダールがその代

理人 となっていたか らである。

写真の中から13枚 を選び,そ の下に2人 の会話 をキャ

プシオンにした記事が 「Journal Illustre」紙9月5日 号

にハーフ トーン印刷で出た37)。この会話か らシュヴルー

ルがその高齢 にも関わ らず,ウ イットに富んだ明朗で魅

力的な人物であったことが分かる。あとで この新聞は高

値で賣れたそうである。

シュヴルールは高齢になっても研究発表をしている。

100歳 祝 賀会の2年 前1884年 にはヤング3原 色説の実

験的検証を発表 した38)。彼の科学学士院における最後の

報告は死の1年 前(102歳)1888年5月22日 例会で行っ

た「大気窒素の農業におよぼす影響」である39)。この年の

8月10日 にクロが46歳 で死亡している。ナダールの息

子ポールの撮った彼の肖像写真が残っているが,そ の風

貌は発明家と言うより 「夢みる芸術家」 と言うにふさわ

しい40)。

シュヴルールが死亡 したのは次の年,1889年(明 治22

年)4月9日 である。 この年は第9回 パ リ万国博覧会の

年で,す でに 「エッフェル塔」はその姿を現 していた。

シュヴルールは見ようと思えば7歳 の とき,コ ンコル ド

広場でのルイ16世 の処刑を見物することができた。そし

て103歳 に4カ 月足らない1889年 になって「エッフェル

塔」を見て死んだのである。シュヴルールの葬儀 は 「植

物園」の河向こうノー トルダム寺院で行われ,多 くのパ

リ市民が別れを惜 しんだ。

スーラがその画業の最盛期に死亡 したのが2年 あとの

1891年3月29日 で彼はまだ31歳 の若さであった。スー

ラが推進 した新印象派運動はやがてセザンヌ,ゴ ーガン,

ゴッホ(V. Gogh,1853-90)の 後期印象派に引 き継がれ,

ここで別の新 しい果実を結ぶ。

お わ り に

1895年 になってパ リ市民はまた写真の新 しい可能性

に眼を見張ることになる。年の暮れも迫った12月28日

にナダール 「スタジオ」に近いカプシーヌ街14番 地 「グ

ラン・カフェ」地下で リュミェール兄弟(Lumiere兄,

1862-1954,弟,1864-1948)が 彼 らの活動写真 「シネ

マ トグラフ」(cinematographe)の 公 開実演を行ったので

ある41)。

兄弟は1904年 になってからデュ・オーロン 「微粒子色

スクリーン法」に基礎 をお く加色法 「オー トクローム」

を発表し,こ れは1907年 か ら市販された。彼らは着色微

粒子に赤,緑,青 スミレ色に染めた馬鈴薯澱粉を使った。

露出時間がふつ うの乾板の40倍 もかかるのが欠点であ

ったが,写 真家自身が反転現像することができるのでそ

の点は便利であった。

デュ・オーロンは1920年 まで生きていたから,40年 も

前の自分のアイデアが商品として実用化されるのを見る

ことができた訳である。彼の死は1920年8月31日 で兄

のアルシドは11年 前 の1909年 に死んでいた。デュ・オー

ロンも83歳 になっていたか ら当時 としては長生きであ
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る。「狂気の発明家」のお多分に漏れず,彼 も「極貧の中」

に死んだ と多 くの本に書いてあるが,そ れほど生活に困

った晩年で もなかったようである。フランス政府が年金

1200フ ランを支給 していた。そのころ中級官吏の月給が

250フ ランであったから,ま ず まずの暮 しはで きたはず

である。

デュ ・オーロンは生涯 に多 くの本を著 したが,生 前最

後の本 は兄がまとめた 「3色 カラー写真 と3色 印刷」

(1897)で ある。 この中に提案されている 「トリパック方

式」を基礎に,1935年 になってか らイース トマン・コダ

ック社が16mm家 庭 ムービー用「コダクローム」(Koda-

chrome)と して商品化 した。これにはデュ・オーロンが

夢想 もしなかったホモルカ(B. Homolka,1860-1925),

フ ィッシャー(R. Fischer,1881-1957)「 発色現像」が

応用されている。

コダック研究所で 「コダクローム」を完成させたのは

マンネス(L. Mannes)と ゴ ドフスキー(L. Godowsky)

の 「Man and God」 コンビである。デュ ・オーロンもピ

アノの名手であったが,こ の2人 マンネス(ピ アノ),ゴ

ドフスキー(バ イオ リン)も 音楽を職業 としていた。し

か も2人 は写真操作のタイミングを取るのに音楽 を利用

している。最初の 「コダクローム」は調節浸透方式であ

ったから,試 薬の浸透時間を正確にコントロールする必

要があった。ゴドフスキーは次のように言っている42)。

「1.5秒間隔まで絶対に正確である必要があ りました。

それを完全な暗黒の中で測 らねばならなかったので

す。ス トップウオッチは使えません。発光文字盤がい

けないのです。それが感光剤に影響 を与えるか らです。

いずれにしてもブラームス 『ハ短調』シンフォニーの

最終楽章を1秒2拍 の早さで口笛で吹 く方が時計より

ずっと正確であるのを知っていました。しかし 『ハ短

調』シンフォニーなど聞いた こともない科学者なら一

体 どうするのですかね。」

この 「写真史シリーズ」論考を書 くにあたって,い つ

ものように大阪帝国大学理学部化学科 小竹研究室の先

輩 大庭成一博士,富 士写真フイルム株式会社 富士宮

研究所 安達慶一,武 田薬品工業株式会社 創薬第3研

究所 青野哲也の諸氏に大変お世話になった。また文献

の収集では,千 葉大学工学部画像工学科 三位信夫教授

および日本大学芸術学部写真学科 小泉定弘教授から多

大のご援助 を賜った。 この機会にこれらの皆さまに厚 く

感謝の意 を表する次第である。
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